
専 門 研 修 

（京都ならではの教育） 



地域教材を活かした授業づくり講座Ⅰ～山城郷土資料館で学ぶ～

内　　容
　京都府立山城郷土資料館　職員

　京都府立山城郷土資料館の常設展及び特別展の見学やワークショップ等を通

して、地域の歴史と未来について考え、地域教材の活用の方策を考える。

601

受講対象
全教職員

定　員 30名

講座の
ねらい

　地域の歴史、伝統・文化への認識を深め
「ふるさと京都」の地域教材の開発・活用
について、構想し実践できる力を養う。

No.

会　　場 京都府立山城郷土資料館

連 絡 先 企画研究部（075-612-2950）

開催日時 令和　5年 13:30～17:008月 3日（木）

指標観点 ステージ

ステー

画像を表示

地域教材を活かした授業づくり講座Ⅱ～丹後郷土資料館で学ぶ～

内　　容
　京都府立丹後郷土資料館　職員

　京都府立丹後郷土資料館の常設展及び特別展の見学やワークショップ等を通

して、地域の歴史と未来について考え、地域教材の活用の方策を考える。

602

受講対象
全教職員

定　員 30名

講座の
ねらい

　地域の歴史、伝統・文化への認識を深め
「ふるさと京都」の地域教材の開発・活用
について、構想し実践できる力を養う。

No.

会　　場 京都府立丹後郷土資料館

連 絡 先 企画研究部（075-612-2950）

開催日時 令和　5年 13:30～17:0010月24日（火）

指標観点 ステージ

ステー

画像を表示

京の教育「みやび」講座

内　　容
　公益財団法人鷹山保存会　

　令和４年、鷹山が江戸時代から途絶えていた山鉾巡行に１９６年ぶりに参列

し、復活した。保存会の方々から、「伝統を守り継承していくこと」について

学び、「京都の伝統と文化を守り、新たな文化を創造する感性の育成」を目指

す教育の在り方について考える。　　　　　　　　（写真撮影　大道雪代）

603

受講対象
全教職員

定　員 50名

講座の
ねらい

　現在まで受け継がれてきた京都の歴史、
伝統・文化の理解を深め、伝統や文化を尊
重しつつ多様な他者と協働しながら目標に
向かって挑戦する力を育む教育活動を構想
する視点を学ぶ。

No.

会　　場 ちおん舎

連 絡 先 企画研究部（075-612-2950）

開催日時 令和　5年 13:30～17:006月13日（火）

指標観点 ステージ

ステー

画像を表示




